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　　　酷暑の候、矢作北学区民の皆様方には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　　日頃は福祉委員会の諸活動などに格別のご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　　　さて、福祉委員会の諸活動は、新型コロナ感染症のため3年数ヶ月もの間、制限され

　　て来ました。本年度から、この感染症は第5類の部類に入り感染症防止対策を講じて

　　行けば以前のように活動が出来ると考えておりました。

　　　ところが直近の新聞紙上やニュースなどの情報では、また第9波の前触れであるかの 　　委員長：木内 秀彌

　　ように感染者数が徐々にではありますが増加して来ているようです。

　　　このような状況ではありますが、今年度の福祉委員会としては極力感染防止対策を行いながら計画して

　　ありますより多くの事業を進めて参りたいと存じます。

　　　3年少々のブランクがありましたので関係する皆様方のご指導、ご鞭撻を頂きまして、少しでも前に進める

　　ことが出来れば幸甚に思います。何卒よろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　

　　

　おもいやりあふれる　あたたかな地域　矢作北学区

　理想の地域像

　１．１人暮らし高齢者等、支援を必要とする人の状況を把握している。

　２．安心して活動に参加できる。

　３．多世代がより交流している。

　４．安心安全な地域になる。

　理想の地域実現のための具体的活動

　１．見守り活動　‥‥‥　災害時要支援者宅の見守り訪問（年３回）

　２．交流活動　‥‥‥‥　ふれあいサロン、子育て支援：バンビの会 など

　３．介護予防　‥‥‥‥　体操クラブの支援、ごまんぞく体操の普及

　４．広報研修活動　‥‥　「福祉だより』発行（年２回）、出前研修会

　５．防災防犯活動　‥‥　花壇づくりと管理、町単位で青パト活動 など

福　祉　だ　よ　り

《新委員長 挨拶》

《令和４～８年度 活動方針》
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